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発 達 障 害 児 に 関 わ る 保 育 士 ・幼 稚 園 教 諭 の 「不 安 や 困 り ご と 」

～ 作 業 療 法 士 の 視 点 か ら ～

井 上 和博1,河 内山 奈 央子2

要旨 本研究の目的は,発 達障害児を統合保育 ・教育する上で保育士 ・幼稚園教諭がどのような難 しさを感

じているのかを明らかにし,発 達障害児の地域生活を支援するためには作業療法士 としてどのような援助が可

能であるかを検討することである。A市11か 所の保育園 ・幼稚園の保育士 ・幼稚園教諭31名 に対 して,統 合保

育 ・教育の状況と保育 ・教育する上での不安や困 りごとに関するアンケー トを実施 した。その結果,保 育士 ・

幼稚園教諭は『集 団適応』と『不適切な行動』に関することで困り感を持ってお り,こ れ らは保育士 ・幼稚園

教諭が,発 達障害児個人の発達や生活に配慮 しつつも,集 団へのスムーズな適応を妨げる特徴に対 して困って

いるものと考えられた。従って,作 業療法士は保育士 ・幼稚園教諭から集団場面での発達障害児の様子につい

ての情報を収集するとともに,治 療的立場か ら発達障害児の特徴や具体的な集団適応の方法を伝えることが重

要であると考えられた。
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緒 言

発達障害は人生の初期の段階で受けた障害が個人の一

生涯にわたってさまざまな能力に重篤な影響を及ぼす場

合をい う1)。DSM-IV2)で は,発 達障害は,精 神あるいは

情緒,行 動障害を中心としたものとして,精 神遅滞,学

習障害,運 動能力障害,コ ミュニケーション障害,広 汎

性発達障害,注 意欠陥および破壊的行動障害を示 してい

る。

わが国では,厚 生省の1974年 通達 「障害児保育対策事

業実施要綱」以来,保 育園や幼稚園の中で,障 害のある

子 どもも,障 害のない子どもも一緒に保育を受けること

(統合保育)が 実施 されている3,4)。そ して,就 学までは

療育施設で過 ごすことの多かった発達障害児が地域の保

育園 ・幼稚園で過 ごす機会が多くなってきてお り,幼 児

期の発達障害児において,保 育園 ・幼稚園は重要な生活

の拠点となっている。

しかし,発 達障害児は状況への依存性が高く,保 育園 ・

幼稚園とい う集団場面において上手く能力を発揮できな

いことがある。そのため発達障害児の地域生活を支援す

る作業療法士は,発 達障害児に対して個別の治療場面だ

けでなく,保 育 ・教育の場における状況を十分に把握す

ることが必要となっている。

そこで,本 研究では,① 発達障害児を保育 ・教育す る

上で保育士 ・幼稚園教諭がどのような難 しさを感 じてい

るのかを明らかにす ること,② 医療機関へ求める援助を

明らかにす ることを目的としたアンケー ト調査を実施 し

た。 この2つ を明らかにした上で,発 達障害児の統合保

育 ・教育の現状を理解 し,作 業療法においてどのような

援助が必要であるかを検討す る。

対 象

対象は,A市 の発達障害児を受け入れている11か所の
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保育園 ・幼稚園の保育士 ・幼稚園教諭31名 であった。

方 法

1.調 査方法

調査方法は対象の保育士 ・幼稚園教諭に対し,統 合保

育 ・教育の現状や保育 ・教育を行 う際の不安や困 りごと

に関する選択式および自由回答式のアンケー トを郵送に

て実施 した。なお,実 施にあたってはアンケー トに添付

した文書で研究の趣 旨と方法 ・内容について説明をし,

同意が得 られた場合のみ無記名で回答 してもらった。ま

た,個 人が特定されることがないよう配慮した。

2.調 査内容

1)統 合保育 ・教育の現状

発達障害児の基礎情報については年齢 性別,診 断名,

所属クラスの人数,加 配状況,発 達障害児を受け入れる

際の対応を回答してもらった。

2)発 達障害児を保育 ・教育する上での不安や困 りごと

発達障害児の特徴を元に作成 した30項 目の質問(表1)

に対して,ま ず 「見られる」,「見られない」のいずれか

を選択 し,次 に 「見られる」と回答した項 目については,

「困っている」,「困っていない」のいずれかを選択 して

もらった。

3)医 療(療 育)専 門職 との関わ り

「これまでどの職種のどのような援助を受けたことが

あるか」,「今後,ど の職種のどのような援助を必要と考

えるか」を回答 してもらった。

分析はｘ2検 定を用いて行い,危 険率5%未 満を有意

とした。

結 果

1.統 合保育 ・教育の現状

1)発 達障害児の基礎情報

保育士 ・幼稚園教諭が担当している発達障害児は3～

6歳(平 均年齢4歳8か 月),男 児26名(84%),女 児5名

(16%)の 計31名 であった。診断名は,発 達遅滞7名(22

%)が 最 も多く,つ いで精神遅滞5名(16%),広 汎性発

達障害5名(16%),自 閉症3名(10%),注 意欠陥多動性

障害3名(10%)で あった。診断が行われていない子ども

や保育士 ・幼稚園教諭が診断名を知らない子どもは8名

(26%)で あった(表2)。

2)発 達障害児が所属するクラスについて

所属クラスの人数は,20人 ～24人 が13ク ラス(42%)で

最 も多く,つ いで15～19人 が7ク ラス(23%)で あった

表1発 達障害児を保育 ・教育する上での不安や困りごと

に関する質問項目

質 問 項 目

1. 視線 が合 いに くい

2. 話す言葉が少ない

3. 名前 を呼んでも気付 かない

4. 相 手か らの話 し言葉 を理解 できない

5. 表情 の変化 が少 ない

6. お 友だ ちが泣 いた り,怒 った りしてい る様子 が理解 で

きない

7. 問いかけに対 する返 事がオ ウム返 しである

8. お友 だちの しているこ とに興 味を持 たない

9. 周 りの状 況を見て 自発 的に行動 しよ うとしない

10。 先 生やお友 だ ちと遊 んだ り,楽 しんだ りす る ことが少

ない

11. よ く動 き 回 り,じ っ と して い な い

12. 気に入 った場所 か ら離れ ない

13. ある特定のおもちゃや遊 具,物 の順序 な どにこだわる

14. 遊 びのル ール を守れ ない

15. 静かに しない といけない ときに静 かにできない

16. 遊 びの ときや ご飯 の ときに集 中できない

17. 行事 がある時な ど,普 段 の流 れ と違 うととま どう

18. 順番 を待 てない

19. 自分の したい こ とがで きない ときや 嫌な事 があっ た と

き,パ ニ ック(か ん しゃ く)を 起 こす こ とが多い

20. 濡れ た り,汚 れ た りする ことを極端 に嫌 がる

21. 抱っこ され た り,触 られ るのを極端 に嫌 がる

22. お友 だちに危 害を加 える ことがある

23. お友 だちの物 を勝 手に取って しま う

24. 一 人で遊 んでい る ところに先 生やお 友だ ちが加 わ る と

嫌 がる

25. みんなで移動 した り,遊 んだ りす る ことが苦手である

26. お友 だちができに くい

27. 偏食が多い

28. 年齢相応 の運動 が上手 くできない

29. お箸や は さみが上手に使 えない

30. 次の課題や遊 びへの切 り替えが上手 くできない

表2発 達障害児の基礎情報

対象数 31人

男児:女 児 26:5

年齢 人(%)

3歳 5(16)

4歳 7(23)

5歳 11(35)

6歳 8(26)

平均年齢 4歳8か 月

診断名 人(%)

発達遅滞 7(22)

精神遅滞 5(16)

広汎性発達障害 5(16)

自閉症 3(10)

注意欠陥多動性障害 3(10)

不明 8(26)
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(表3A)。 保 育 士 ・幼 稚 園教 諭 の加 配 状 況 は,「 特 に加

配 して い な い 」 が18名(58%)で 最 も多 か っ た。 加 配 して

い る場 合 で は,「 障 害 児1人 に 対 して 保 育 士 ・幼 稚 園 教

諭1人 」 が9名(29%)で 大 部 分 を 占め て い た(表3B)。

発 達 障 害 児 を 受 け 入 れ る 際 の 対 応 で は,「 専 門機 関

(病 院や 療 育 施 設 等)と 連 携 を と る」 が23名(74%)で 最

も多 く,つ い で 「園外 の 研 修 会 に参 加 す る」 が22名(71

%)で あ った 。 「園 内 で研 修 会 を 開 く」 も17名(55%)と 半

数 を超 え て い た。 発 達 障 害児 を 受 け入 れ る に あ た り,多

くの 園 が 何 らか の 対 応 を して い る傾 向 が み られ た(表3

C)。

表3幼 稚園 ・保育園の発達障害児向けの態勢

A.発 達障害児 が所属す るクラスの人数 クラス数 (%)

10人未満 0 (0)

10人 ～14人 3 (10)

15人 ～19人 7 (23)

20人 ～24人 13 (42)

25人 ～29人 6 (19)

30人 以上 2 (6)

合計 31 (100)

B.保 育士 ・幼稚園教諭の加 配状況 人 (%)

特に配置 していない 18 (58)

障害児1人 に対 して保 育士 ・幼稚 園教諭1人 9 (29)

障害児2人 に対 して保 育士 ・幼稚 園教諭1人 0 (0)

その他 1 (3)

無回答 3 (10)

合計 31 (100)

C.発 達障害児を受 け入れ る際の対応(複 数回答可) 人 (%)

専門機 関(病 院や療 育施設等)と 連携 を とる 23 (74)

園外の研修会に参加する 22 (71)

園内で研修会 を開 く 17 (55)

マニュアル を作る 0 (0)

特に何 もしていない 0 (0)

その他 3 (10)

無回答 1 (3)

統合 保 育 ・教 育 を行 う上 で配 慮 して い る こ とは 「発 達

障 害児 とな るべ く同 じ 目線 で接 す る」 が22名(71%),つ

い で 「発 達 障 害児 と話 す とき,ゆ っ く りは っ き り話 す よ

うにす る」 と 「発 達 障 害児 の気 持 ち を 出 来 る限 り読 み 取

る」 が21名(68%),「 発 達 障 害児 と他 児 との 交 流 の場 面

を増 や す よ うにす る」 が16名(52%)と な っ てい た(表4)。

2.発 達 障 害 児 に 見 られ る 特徴,及 び 保 育 ・教 育 す る 際

の 不 安 や 困 り ご と

発 達 障 害児 に 見 られ る特徴,及 び保 育 ・教 育す る際 の

不 安 や 困 り ご との 割 合 を 図1に 示 す.x2検 定 の 結 果,

発 達 障 害 児 の 特 徴 と して 有 意 に多 くみ られ る の は 「6.

お 友 だ ち が泣 い た り,怒 っ た り して い る様 子 が 上 手 く理

解 で き な い 」 が94%(x2=23.5,df=1,p<.01),「14.

遊 び の ル ー ル を 守 れ な い」 が87%(x2=19.2,df=1,

p<.01),「9.周 りの 状 況 を 見 て 自発 的 に行 動 しよ う と

しな い 」 が84%(x2=14.2,df=1,p<.01),「16.遊 び

の と きや ご飯 の とき に集 中で きな い 」 が77%(x2=9,3,

df=1,p<.01),「26.お 友 だ ち が で き に く い 」 が74%

(x2=8.5,df=1,p<.01)な ど30項 目中12項 目で あ っ

た。

次 に,特 徴 と して 見 られ る もの の 中 で保 育 士 ・幼 稚 園

教 諭 が不 安 や 困 っ てい る こ との割 合 を 「不 安 や 困 り ご と」

の 出 現 率 と して算 出 した(図1)。x2検 定 の結 果,出 現

率 が 有意 に 高 か っ た の は12項 目中3項 目で,「17.行 事 が

あ る時 な ど,普 段 の 流れ と違 うと とま ど う」が86%(x2=

12.6,df=1,p<.01),「14.遊 び のル ール を 守れ な い 」

が74%(x2=6.3,df=1,p<.05),「11.よ く動 き回 り,

じ っ と して い な い 」 が74%(x2=5.3,df=1,p<.05)

で あ っ た。

次 に,30の 質 問項 目を『対 人 関係 』,『コ ミュニ ケー シ ョ

ン』,『反 復 常 同 的 ・執 着 行 動 』,『不適 切 な行 動 』,『集 団

適 応 』,感 覚 異 常 と運 動 不 器 用 を 合 わ せ た『そ の 他 』 の

6要 素 に分 類 してx2検 定 を行 っ た 。 そ の結 果,出 現 率

が有 意 に高 か った の は『集 団適 応 』67%(x2=15.9,df=

1,p<.01),『不 適 切 な行 動 』61%(x2=4.8,df=1,

P<.05)で あ った(図2)。

表4統 合保育 ・教育を行う上で配慮 していること(複数回答可)

人 (%)

発 達障害児 となるべ く同 じ目線 で接す る 22 (71)

発達障害児 と話すとき,ゆっくりはっきり話すようにする 21 (68)

発 達障害児 の気持 ちを出来 る限 り読 み取 る 21 (68)

発達障害児 と他児 との交流の場面を増やす ようにする 16 (52)

発達障害児に保育 ・教育内容(課題等)を分かり易く説明する 14 (45)

食事やトイレ,着替えの場面で発達障害児に対してなるべく手伝うようにする 3 (10)

特 にな し 0 (0)

その他 0 (0)

無回答 1 (3)

3.医 療(療 育)専 門職 との 関 わ り

これ ま で 医療(療 育)専 門職 の援 助 を受 け た こ とが あ る

保 育 士 ・幼 稚 園 教諭 は,25名 で 全 体 の80%で あ っ た。 医

療(療 育)専 門職 の職 種 と して は,心 理 士(発 達 相 談 員)が

13名(52%),そ の他 と して療 育施 設 職 員 が12名(48%)で

あ っ た。 作 業療 法 士 に援 助 を受 け た こ との あ る保 育 士 ・

幼 稚 園 教諭 は い な か っ た(表5A)。

援 助 内容 で は,「 発 達 障 害 児 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

に 関す る指 導 」が24名(96%)で ほぼ 全員 が 回答 して い た。
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(*:p<.05 **:p<.01)

図1発 達 障害 児 に見 られ る特徴,及 び保 育 ・教育 す る際の 不安 や 困 りご との割合

右図のAは 質問項 目におけ る 「見 られる」割合の有意差,Bは 「困ってい る」割合の有意差 を示す。
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図2要 素別 の不 安 ・困 りごと

つい で 「発 達 障 害児 と健 常児 との集 団保 育 ・教 育 場 面 で

の 指 導 」 が18名(72%)で あ っ た 。 「医 学 的知 識 」 に つ い

て援 助 を受 け た こ とが ある保 育 士 ・幼稚 園 教諭 はい なか っ

た(表5B)。

今 後,医 療(療 育)専 門職 の援 助 を 必 要 と考 え て い る保

育 士 ・幼 稚 園 教諭 は,28名 で 全 体 の90%で あ っ た。 職 種

と して は,心 理 士(発 達相 談員)が17名(61%)で 最 も多

か っ た 。つ い で,作 業療 法 士 と言語 聴 覚 士 が5名(18%)

で あ っ た(表6A)。

今 後,必 要 と考 え る援 助 内 容 は,「 発 達 障 害 児 との コ

ミ ュニ ケ ー シ ョ ン に 関す る指 導 」 が17名(61%),「 発 達

障 害 児 と健 常児 と の集 団保 育 場 面 で の 指 導 」 が16名(57

%),「 発 達 障 害 児 の保 護 者 に 対す る指 導 お よび相 談 」 が

14名(50%)で あ っ た 。 「医学 的 知 識 」 は3名(11%)が 援

助 を必 要 と回答 した(表6B)。

考 察

1.発 達障害児を保育 ・教育する上での不安や困りごと

について

項目別の不安や困りごとの出現率,要 素別の不安や困

りごとの出現率において,『集 団適応』,『不適切な行動』

に関す ることが困っている割合が高かった。また,発 達

障害児が所属す るクラスの人数は20～25人 が最 も多く,

クラス運営は保育士 ・幼稚園教諭1人 で行っていること

表5こ れまでの医療(療 育)専 門職の援助

A.こ れ までの医療(療 育)専 門職 との関わ り 人 (%)

ある 25 (80)

心理 士(発 達相 談員) 13 (52)

医師 0 (0)

看護師 0 (0)

作業療法士 0 (0)

理学療法士 0 (0)

言語聴覚士 0 (0)

その他 12 (48)

ない 6 (20)

B.こ れまでに受 けた援助内容(複 数回答可) 人 (%)

発達障害児 との コミュニケーシ ョンに関す る指導 24 (96)

発達障害児 と健常児との集団保育 ・教育場面での指導 18 (72)

発達障害児の保護者に対する指導および相談 12 (48)

発達障害児の具体的な生活面(食事・排泄・更衣)での指導 8 (32)

医学的知識 0 (0)

その他 0 (0)

表6今 後の 医療(療 吉)専 門 職の 橿助

A.今 後 の医療(療 育)専 門職 との関わ り 人 (%)

必 要ある 28 (90)

心理 士(発 達相談員) 17 (61)

作業療法士 5 (18)

言語聴覚士 5 (18)

理学療法士 4 (14)

医師 1 (4)

看護師 0 (0)

その他 3 (11)

必要ない 1 (3)

無回答 2 (7)

B.今 後必要 と考 える援助内容(複 数回答可) 人 (%)

発 達障害児 とのコミュニケーシ ョンに関する指導 17 (61)

発達障害児 と健常児との集団保育 ・教育場面での指導 16 (57)

発達障害児の保護者に対する指導および相談 14 (50)

医学的知識 3 (11)

発達障害児の具体的な生活面(食事・排泄・更衣)での指導 3 (11)

その他 2 (7)

無回答 4 (14)
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が 多 か っ た。 これ らは,保 育 士 ・幼 稚 園 教諭 は,集 団 の

運 営 が 大 き な役 割 を 占め て お り,発 達 障 害児 個 人 の発 達

や 生活 に配 慮 しつ つ も,集 団 の視 点 が 大 き くな る た め,

集 団 へ の ス ム ー ズ な適 応 を妨 げ る 特徴 に 対 して 困 っ て い

る もの と考 え られ る。

要 素 別 の不 安 や 困 りご との 出 現 率 に お い て,『コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン 』,『対 人 関係 』 は 有意 差 が な か っ た に も関

わ らず,医 療(療 育)専 門職 に 求 め る援 助 は コ ミュ ニ ケ ー

シ ョン に 関 す る 内容 が 多 い結 果 とな っ た。 これ は,保 育

士 ・幼 稚 園 教諭 は コ ミュ ニ ケ ー シ ョンや 対 人 関係 に つ い

て も困 っ て い る が,そ れ よ りも普段 の 統合 保 育 ・教 育場

面 で の ス ム ー ズ な集 団適 応 が で き ず 困 っ て い る場 合 と,

集 団 へ の適 応 を促 す接 し方や 関 わ り方 が 分 か らず,そ の

た め の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 方 法 の援 助 を 必 要 と して い る

とい う場 合 が 考 え られ る。

保 育 園 ・幼 稚 園 は,保 育 士 ・幼 稚 園 教諭 と園児 た ち と

い う 「1対 多 」 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン で集 団行 動 を とる

場 面 で あ り,「1対1」 とは 異 な った コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン 能 力 が 要 求 され る5,6)。 常 田7)は,「1対 多 」 の コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン に 能動 的 に 参加 す る 要件 と して,① 自分 自

身 に だ け 向 け られ た 「こ とば 」 で は な い 「こ とば 」 に 注

目 し理 解 で き る こ と,② 保 育 士 ・幼 稚 園 教諭 に応 答 す る

場 合 に は,自 分 自身 が ク ラ ス の 代表 で あ る こ とを理 解 す

る こ と,③ 友 人 が発 言 して い る場 合 に は,自 分 自身 の意

見 と同 じで あ る の か とい う点 に つ い て モ ニ タ ー す る こ と

を挙 げて い る。 これ らは,「1対1」 の コ ミュ ニケ ー シ ョ

ン とは違 った 要素 で あ る。発 達 障害児 の コ ミュニ ケー シ ョ

ン を促 進 す るた め には,人 とや りと りす る こ との 楽 し さ,

必 要性 に 早 く気 付 かせ る こ とが 必 要 で あ り,そ の た め に

は 「言葉 か けや 指 示 を わ か りや す く伝 え る こ と」,「確 実

に 受 け 取 れ る 言語 水 準 を確 か め る こ と」,「子 ど もが理 解

して い る か ど うか を確 か め る こ と」 に 注意 して 関 わ っ て

い く必 要 が あ る と考 え られ る。

2.医 療(療育)専 門職 との関わりについて

作業療法士に援助を求める保育士 ・幼稚園教諭が全体

の18%と い う結果は,保 育 ・教育の現場では発達障害児

に対する作業療法の援助はあま り求められていないとい

うことを示していると思われる。 このことは,療 育施設

や病院以外の場所では,PTと の違いが分からないとか,

運動障害児に対する作業療法は理解できても,西 村8)も

述べているように発達障害児に対する必要性が理解 され

ていないとい うのが現実であ り,保 育 ・教育の現場で作

業療法そのものがよく知られていないことや,作 業療法

が発達障害児に対してどのような援助をするのか分から

ないとい うことであると考えられる。また,こ れまで受

けた援助内容,今 後必要と考える援助内容 ともに 「医学

的知識」の割合は低かった。 これは,発 達障害児の問題

点を臨床症状 として見るのではなく,そ の子 どもの個性

の一つとしてみる保育士 ・幼稚園教諭の考え方が関係 し

ているのではないかと思われ る。

3.保 育園 ・幼稚園に通う発達障害児に対する作業療法

士の関わ りについて

幼児期の集団に求められ ることとして,① 空間を共に

す ること:1つ の集団としてそのクラスとい う同じ空間

にいること,② 時間を共にす ること:集 団である特性か

ら,一 定の時間ごとに課題が流れていくこと,③ 対人関

係:日 々の生活の中には,保 育士 ・幼稚園教諭やお友だ

ちとのいろいろな接点があ り,「大人のことばを理解 し

行動に移す こと」,「同じことをして楽しい気持ちを共有

す る」,「自分の気持ちを相手に伝える」,「相手のことば

を聞き入れる」ことなどが必要であり,④ 行事への参加:

運動会や発表会などのイベ ントを通して,物 事に挑戦し

たり,頑 張った後の達成感を味わったりす ることや,順

番を待つこと,息 を合わせ ることなど数々の目に見えな

い課題が含まれている8・9)。

よって,発 達障害児が集団に適応す るには,保 育園 ・

幼稚園 とい う集団において 「安心できる人を作る」,保

育園 ・幼稚園とい う集団を 「楽 しい場所にする」,保 育

園 ・幼稚園の 「日常の流れを理解す る」ことが必要であ

ると考える。そのために,作 業療法士は,保 育士 ・幼稚

園教諭から集団場面での発達障害児の様子について情報

を収集す るとともに,治 療的立場から発達障害児の特徴

や具体的な集団適応の方法を伝えること,作 業療法の仕

事や援助内容の説明をしていくことが必要と考える。具

体的な集団適応の方法としては,保 育園 ・幼稚園を楽し

い場所 とす るため遊びを拡大す ること,保 育士 ・幼稚園

教諭や友だちとの対人関係を作るために,1対1の 関係

作りを重視す ることなどがある。

今後,作 業療法士は,お 互いがこのような情報を共有

できるような関係を保育士 ・幼稚園教諭 と築き,保 育 ・

教育の現場 と連携を図 り情報を共有す ることで,発 達障

害児の地域生活をよりよいものにす るための一役を担 う

ことができると考えられ る。
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                                            Abstract 

       The aim of the present study was to clarify what difficulties nursery and kindergarten teachers felt in integrative 

   child-care and education of a developmentally disabled children, and to examine what assistance could be extended as an 

   occupational therapist to assist their daily lives in a local community. We conducted a questionnaire survey on the current 
   states and the anxiety and annoyance in integrative child-care and education for 31 nursery and kindergarten teachers in 

   11 nursery schools and kindergartens situated in the city A. As a result, it was found that nursery and kindergarten 

   teachers had the feelings of annoyance related to the "group adaptation" and the "inappropriate behavior", which was 

   considered to be an annoyance toward the characteristic behavior hindering a smooth adaptation to a group, despite paying 

   their due consideration to the development and life of developmentally disabled children. Therefore, it was suggested that 

   it is important to gather the information on how the disabled children behave in their group activities from nursery and 

   kindergarten teachers, and at the same time to advise them on the characteristics of such a disabled children as well as 

   the concrete way for a group adaptation from an occupational therapeutic point of view. 

Key words: developmentally disabled child, integrative child-care, annoyance, group adaptation, inappropriate behavior 
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